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母娘関係

わたしはあなたを生きられ
“
ない

「あなたのために…」この言葉の重みを、どうやつて

受け止めたらしヽいのでしょう。

自分の選択に母への罪悪感を感 じたことはありま

せんか ?

自分の選択に 「母ならどうするだろう」と立ち止まつ

たことはありませんか?

母を思うとき、「可衷そうなお母さん」としヽう感覚

と裏腹にある煩わしさ…。

女性が抱える悩みを考えるとき、その背景に母と

の信頼関係が大きく影響してしヽることは少なくあり

ません。

母が息子には求めない役書」を娘に担わすことに

より、娘が自分の人生に生きづらさを感じることを

「母娘関係」といいます。例えば、母親が娘を通して

自分の人生を生き直そうとする、あるい|よ、自分の

生きづらさを理解してもらうために母親役書」を娘

に求める。母と娘の少し過乗」な
“
愛4ぎ 関係…。社

会に期待されている女性役書」を母が娘に伝えること

で生じる問題です。



母とわたしの間にあるもの

母|よ、私にとって夫より子どもより自分

自身より大切な人、大事にしなければなら

なしヽ人でした。大入しく、不器用で、母が

しヽなければ何も出来なしヽ私。しヽつも母の後

ろについて、母が引しヽてくれたレールの上

を歩いてきたように思しヽます。母の言うこ

と|よ全て正しいと思つてしヽました。

母の仕事が忙しいために私|よ祖母に預け

られていた。その祖母と母の間に私|よはさ

まれていた。いつも私が原因でひどい喧嘩

になつた。母から、あなたが悪しヽと責めら

れた。自分がわがままだからと、母の言葉

をうのみにしていた。でも話す中で、母の

問題を私に背負わされていたことが理解で

きるようになつた。

泣きそうな顔をしてなんとか回をきいて

もらおうと母のまわりをウロウロしている

子どもの私を思しヽ出すたびに、心臓をギュ

ッとつかまれるような感じがして息がとま

りそうになつた。夜もろくろく眠れすに、

涙ばかりが出た。私にとつて母親は透明人

間であり、沈黙の壁で私を|よねつけ、岩の

ように私の前にはだかって私を押し潰して

しまう存在だつた。

私は子どもの頃、夕方になるのがとても

嫌でした。今日も飲んで帰つてきたらどう

しようと、夜父が帰つてくるまでの間、心

配でいつぱしヽでした。不安でした。それな

のにつらしヽ嫌な夜を過こした翌朝、母は何

こともなかつたように生活を始めるのです。

「昨日|よこめんね」と声をかけてくれてしヽ

たら胸のうちを吐き出すこともできたかも

しれなしヽのに、子供心につらいのは私だけ

じゃなしヽ、このぐらいの辛抱は大丈夫と自

分に言しヽきかせ、しんどい気持ちを押し込

めて学校に行つてました。明るい性格で健

康がとりえの私は 「休ます登校する」、そ

れが自分の役目だと思い込んでしヽました。

母のパートナーは父なのに私が先走つて

気づかい、必要以上に支え過ぎていたと反

省しました。お節介な私にとつて何もしな

いのも苦ししヽのですが、両親が30Sを 出し

てくるまで|よ離れていようと思しヽます。本

音を言えば、都合のしヽしヽ私しか認めす、逆

らうと切り捨てるような母の冷たさへの怒

りがあります。これは子どもの頃からの怒

りで、私の心の根に通じていると思しヽます。

時間がかかつても、しんどくてもこの怒り

は見つめてしヽきたしヽと思つています。

娘は二才くらしヽになると、自分でいろいろ

な事をやり始める。そんな娘の行動が気にな

つてしようがない。何をしても気になる。そ

のうちに何をしても腹が立ってくる。一度怒

ると自分でも止められなしヽくらしヽの怒りが体

の底からわき上がってきて、娘を追しヽつめて

しまう。…自分の母が私にしてきたことが、今

私が娘にしてしヽることに関係しているのでは

なしヽかとしヽうことがわかつてきた。すこしヽシ

ョックだつた。母|よそんなにひどしヽ人なのだ

ろうか。私の母に対するイメージ|よ元気な普

通の母親だ。それまではどんな母親なのか考

えたこともなかつた。よくわからなくなつて

きた。

最近、母の本棚に並んでしヽた本を思い出し、

何冊か読んでみた。そこには、明治、大正、

昭和の激動の時代の中で、自由と自立を求

めて生き抜いてきた女性の本もあつた。そ

んな本が混在してしヽた。売璧主義者であつ

た母は、すべてのことに完崖であろうとした。

それができないの|よすべて自分の責任と自

分を責めて苦しんでしヽた。もしかしたら、

その罪悪感の中で、いつか人生をあきらめ

てしまつていたのかもしれなしヽ。

母に認めてもらおうとか母にほめてもら

おうと努力するのはやめようと思つた。ど

う考えても無理だつた。母親自身がもらっ

てしヽなしヽもの、持つてしヽないものを、娘に

与えることはできない。と|よいえ母を求め

る気持ちを手放すの|よそう簡単で|よなかつた。

生まれてからすつと今まで四十年以上求め

てきたのだ。どうしても無理であれば、せめ

て母に怒りをぶつけて母にあやまつてもら

いたかつた。でもそんなこと|まできなかつた。

私が行動を変えた第一発目は、今まで母

から 「おかす作つたから取りにきて !」と

いう電話に、しヽらなしヽのになあと思しヽなが

らしぶしぶもらしYこ行つてたのを 「いらんわ」

と|よつきり断つたことでした。ちょつぴり

罪悪感のようなものを感じましたが、から

だもこころも楽になつていました。

※グループスイトピーが2年 間の語り合いを経て発行した「母娘かんけしヽ」からの抜粋です。



女性は自分のことより

家族を中心にした生活が望ましい?!

■「女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなと家族を中心に考えて生活したほうがよいJ

という考え方について

どちらわヽといえば

賛成賛成
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どちらかといえば
わからない   反 対        反 対

受動的攻撃

母からの攻撃は目に見えない

ひどい母親とはとても思えなしヽのに、

母との関係が何か患苦ししヽ場合は 「受

動的攻撃」の存在を疑つてみると母と

自分の関係性がはつきりとみえて、

関係を変えるきつかけになります。

例えば母親と言い争いをした翌朝、

こんな会話が交わされると、あなた|よ

どんな気持ちになりますか?

娘 「おはよう」母 「…お|よよう。(た

め息)…研勤鳩しV】 娘 「どうしたの?」

母 「…あんまり寝られなかつたのよ」

娘 「私のせいで、寝られなかったの?」

母 「別に。そうじゃないわ」娘 「でも、

寝られなかつたつて…、私と喧嘩した

からじゃ…」母 「そんなこと、誰も

言つてないでしょ !… (ため息)… 」

母はひと言も貢めていませんが、お

そらく娘の心にはなんとも形容しがた

しヽ気持ちが湧き上がるのではないでし

ょうか。この母親のコミュニケーショ

ンパターンを 「受動的攻撃」と言しヽま

す。この受動的攻撃は、怒りを正面切

、かもしれない。…

つて表現することが許されてこなかつ

た女性の、伝続的 ・文化的な背景が一

因です。

この会話では、娘は、母を苦しめて

しまつたという罪悪感を持ち、辛い思

いに黙つて耐えている母に対し申し訳

なく思うかもしれません。もし 「あな

たのせいで寝られなかつた」とでも言

ってくれれば 「そんなの、母さんの勝

手でしょ」と反論もできますが、この

パターンではそれもできす、一方的に

別害者にされてしまつたような書」り切

れない思いをして、やり場のない気持

ちを 「結局、わたしが悪しヽのだ」と収

めてしまうでしょう。

娘がそのような気持ちになるのは、

母の言葉とは裏腹に、態度から 「あな

たのせいよ」としヽうメッセージが伝わ

つてくるからです。言葉と態度が示

すメッセージがちがうから、娘は母の

言葉を信用できす顔色を見るようにな

ります。母とのやりとりで起きる不快

な感じを避けるために、母の莫意をさ

ぐり、母の思うように動くようになる

のです。

また、常に自分が感じていることを

否定されるので、自分の感覚に自信が

なくなり、母をはじめとする他者の意

見を頼るようになりがちです。

その結果、一見それと|よ思えない形

で、娘が母の支配を受けている場合が

あるのです。

ゝ 必

1992年に|よ、 賛成6690/9、反対2650/0、

その差は4書」強と 「女性は結婚したら自分

のことより家族を」と考える人が多数でし

たが、12年後の2004年 には賛成5230/0、

反対4270/0と その差]害」弱です。多くの

人が、 「結婚した女性が必すしも家族優先

でなくてもいい」という方向に変化して

います。
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資料 :内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」2004

「女性は自分のことより家族を」に賛成

の人は10年前に比べると減少はしている

ものの、2004年 の調査でも賛成の人|よ

過半数であることから、 「結婚しても自分

らしく生きたい」と願う女性|よ、まだまだ

世間に受け入れられにくい状況であること

がわかります。
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常動で働き続けることが難しい

掛十1生ず'年齢暗穀科港441曲や茸働デ1率 (安お寺キキ)

(%)

100

子どもをもつた女性は

2ア/

lalいている女性を表す 「労働力率」を年

齢別にみると子育て期の3①代が600/0台に

減少し、40代 でまたフ①O/o台に戻ります。
一方働いていない人の中で就業を希望する

「潜在的労働力率」|よ各年代を通じて労働

力率を上回り、とくに子育て期の3①代か

ら40代 前半でその差|よ大きくなり、lalき

たくても働けない女性の状況が垣間見えます。

他の調査によると、出産前に常勤であつ

準01
■ 1
約4ヽ  1

ヽ転29'

ヽ

屯基惚1

資料 !厚生労働省「厚生労働白書」日20年版

た母親が、出産半年後に常動で働いている

吾」合は4フ 60/9に減少 し、常勤で働き続け

ている書」合は309%と 少数派になってい

ます。

女性のlalきたぃ意思に反して、子どもを

育てながら常勤で働き続|することの困難さ

がわかります。経済的な自立ができないこ

とによる制限や不自由|よ、女性の生き方に

大きく影響しているといえます。

|     |     |     |     |     |     |     |     |     |     |

15～ 19 20 ‐ 24  25-29  30-34 35  39 40～ 44 45～ 49  50‐  54 55～ 59 60-64  65以 上    (歳 )

境界線

線の人笠と自分の人生の
任
ちがしヽ
"を
受け入れられない母

人間関係において、相手に対して

「NO!Jと 言えたときに相手との間

に明確な境界線を引くことができます。

しかし、母と娘は 「女性」という役

言」を共有しているために、お互いに

境界線を引くことが難しくなつてい

る場合が多しヽのです。

「女性Jと いう役書」のひとつに 「愛

情供給係」があります。人の気持ち

を気づかい、人のお世話をする愛1膏

供給係は、評価されることが少なく、

懸命になるほど自分のために生きる

ことから遠ざかる結果になります。

母が 「女性Jと いう役割を生きる

ことによつて募る自分の人生に対す

る満たされない思しヽ|よ、夫や息子か

らの理解|よ期待できないため、娘に 「女

同士だから、わかるでしょ」と理解

と共感を求めます。娘は、母が抱え

ている困難や生きにくさを受け取り、

母の愚痴の聞き役や慰め役になつて、

母を支えることになります。娘|よ「母

の不安と不幸Jを 「自分の不安と不幸」

と混同して受け止めるため、低しヽ自

己評価と自貢感情とをもちながら生

きていくことになります。

また一方で、母は自分の生きられ

なかつた人生のやり直しを娘に求め

るため、 「女だつてがんばれば何に

でもなれる」と励まし、過干渉とい

う形で娘の人生に侵入します。しかし、

その反面、自分の期待どおりに人生

を生きる娘が妬ましくもあり、自分

の人生が否定されたように感じるの

です。その結果 「あなたらしく生き

なさしヽ。でも私のように生きなさい」

という矛盾したメッセージを娘に送

ることになります。

この矛盾したメッセージ|よ娘を混

乱させます。娘が自分の人生を生き

ようとするとき、母を裏切るような

罪悪感とともに、母からの支援や支

持を失うことへの不安、母から否定

されることへの恐れによって、自立

を躊陪してしまいます。

娘が母に対して 「あの人の人生だ

から」と距離をおき、「私は私の道を

行く」と境界線を引けるようになる

のは実際には大変なことなのです。

Ｆ
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自分の人生の最大の理

誰をも幸せにしないだろう

同性の親である母との関係が、娘にとつてどれ

ほど重く書」り切れなさに満ちているか。そのこと

に一番気づいていないのが父である。この構図は

アルコール依存症の父のもとで育つたひとたち (ア

ダルト・チル ドレン=AC)と のカウンセリングを

とおして、90年 代からなじんできたので、私にと

ってそれほど目新しいもので|よない。むしろ、近

著 「母が重くてたまらない 。墓守娘の嘆き」を共

感とともに読む女性たちがあまりに多いことに驚

いてしヽるのが正直なところだ。この現象の背後には、

もともと身体性によって深くつながつている母娘

関係のもつ特徴に加え、30代 後半にさしかかつた

娘と戦後民主主義教育で育つた母 (団塊世代)と

いうマッチングがもたらす歴史的狽」画の双方がある。
一度でも自己実現という幻想を抱しヽたことのあ

る母たち|よ、結婚生活の夢が破れることによる恨

みをどこかで抱え込んでしヽる。それに体力満々で

健康状態良好の母たちは、かつて忍従するしかな

かつた時代の女性たちと|よひと味違うエネルギーを、

ひそかに娘にだけ注ぐ。自分の身代りになつて実

現できなかつた夢を達成してほしいと願う母、自

分を差し置しヽて幸せになることを妨害する母、ど

こまでも子供あつかいし続けて娘の分離を妨げ、

最後|よ自分の介護へと水路をつける母。こう書くと

ひどい母のように思えるかもしれなしヽが、彼女た

ち|よる、つうのどこにでもいる 「娘のために」愛情

を注ぐ母たちなのだ。

鈍感なのか、それとも目をそむけてしヽるのか、

父たちはこんな濃厚な母娘関係から手を引しヽている。

結果として母の独り勝ちが訪れる。娘たちは、異

は娘だと思うことは、

様に元気で、時に|よ無邪気な鈍感さをひけらかす

母たちに圧lalされ、逃げだすこともできない。た

8 んヽ、娘だけが母の隠された恨みと不幸の
一端を

知つているのだ。だから、母を捨てることへの深

い罪悪感にさいなまされてしまうのだ。

母たちは、しヽつかそんな娘の苦しみを知る国が

来るのだろうか。わかつてもらしヽたいと娘が望む

ことは当然だが、それによつて多くの娘たちがも

つと傷つく現実を見てきた。だから、ます娘たち

が母への怒りを自覚し、肯定することから始めた

らどうかと思う。そしてできる限り、母から逃げ

て距離をとることだ。近くにいて距離をとること

も可能だが、非常に難しい。ます自分を守ること

を優先し、そんな選択は正当であると自信をもつ

てほししヽ。母の人生に娘が責任を持つ必要などな

いのだ。

母の立場のひとには、大なり小なり自分|よ娘に

とって重いことを自覚してほしい。自分の最大の

理解者は娘だと思うことは、誰をも幸せにしない

だろう。そしてとつくにあきらめているかもしれ

ないが、傍らの夫とともに長い老後を生きる覚悟

をしてほしい。それだけはいやだと思うひとたち|よ、

同性 (異性でもOKだ )の 友人をたくさんつくれ

ばいい。中高年の交友関係ほど自由なものはなしヽ

からだ。あなたたちの有り余るエネルギーの使い

どころを、娘以外に求めてもらいたい。

僧田きよ子
(原宿カウ ンセ リングセ ンタ

ー所長)

1995年 、原宿カウンセリングセンター

を設立。アル3-ル 依存症、摂食障害、

ドメスティック ・バイオレンス、子ども

の虐待なとに悩む本人やその家族のカウ

ンセリングを行つている。

著雷に 「母が塵くてたまらない 聾 守娘

の嘆き」替秋社、「お8書きは変われるか?

DVと 庭待をみつめながら」筑摩替房、

「カウンセリングで何ができるか」大月

書店など多数。


